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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,279人（393） 

　男　　24,448人（266） 

　女　　27,831人（127） 

世帯数　22,456　（301） 
5月1日現在 （　）は前月比 

460年の時空を超えて 
　市来鶴丸城跡に同城とゆかりの深い

ザビエルの像が建立されました。 

　地域活性化の願いが460年の時空を

超えてカタチとなりました。 

（４/２７ザビエル像建立除幕式　P１１関連記事） 
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八 

　
平
成
十
八
年
四
月
に
新
橋
・
八
幡
・

宮
下
・
久
保
園
・
松
ヶ
尾
・
旭
西
・

旭
東
・
狩
谷
の
八
集
落
が
統
合
し
て
、

新
た
に
発
足
し
た
八
幡
自
治
会
。

日
吉
地
域
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、

平
成
二
十
年
五
月
一
日
現
在
で
二

百
十
三
世
帯
、
四
百
九
十
七
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
自
治
会
が
統
合
し
て
丸
二
年
が

経
ち
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
伝
統
芸

能
や
自
治
会
活
動
に
、
住
民
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
明

る
く
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。 

伝
統
芸
能
を
受
け
継
ぐ
活
気
に
満
ち
た
住
み
よ
い
地
域 

八
幡
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

は
ち
　ま
ん 

八幡自治会 
（日吉地域） 

▲虚無僧踊りの二才衆 

▲太鼓踊り 

▲運動会 

▲山口義光会長 

幡
自
治
会
は
、
お
田
植
え
祭
り

「
せ
っ
ぺ
と
べ
」、
太
鼓
踊
り
な

ど
郷
土
伝
統
芸
能
や
、
自
治
会
活
動

も
盛
ん
で
八
幡
神
社
六
月
灯
、
自
治

会
産
業
・
文
化
祭
や
運
動
会
な
ど
住

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
運
動
会
に
は
、
子
供
か
ら

大
人
、
お
年
寄
り
ま
で
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
参
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
自

治
会
産
業
・
文
化
祭
で
は
、
農
産
物

な
ど
の
販
売
の
ほ
か
、
住
民
の
方
々

の
自
慢
の
作
品
（
手
芸
品
、
書
道
、
絵
、

作
文
等
）
の
展
示
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
婦
人
部
、
子
供
育
成
部
に
よ

る
、
料
理
展
示
や
公
民
館
屋
内
で
の

バ
イ
キ
ン
グ
も
実
施
さ
れ
自
治
会
内

外
の
参
加
者
も
多
く
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
美
化

運
動
と
し
て
、
大
川
堤
防
除
草
作
業

や
地
域
の
親
睦
を
図
る
た
め
の
敬
老

祝
賀
会
、
鬼
火
た
き
、
十
五
夜
、
新

年
会
、
健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
健
康
講
座
等

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

お
、
こ
の
伝
統
芸
能
や
、
地
域

の
行
事
な
ど
は
各
専
門
部
（
産

業
部
、
郷
土
芸
能
部
、
子
供
育
成
部
、

体
育
部
、
婦
人
部
、
高
齢
者
部
）
の

役
員
の
方
々
が
中
心
と
な
り
活
動
し

て
い
ま
す
が
、「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
は
、

伝
統
の
「
虚
無
僧
踊
り
」
を
八
幡
神

社
に
奉
納
す
る
た
め
、
郷
土
芸
能
部

が
中
心
と
な
り
五
月
か
ら
、
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

月
に
行
わ
れ
る
太
鼓
踊
り
も
昭

和
六
十
一
年
に
公
民
館
が
新
築

さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
復
活
し
ま

し
た
。
こ
の
太
鼓
踊
り
も
、
八
幡
神

社
に
奉
納
す
る
た
め
毎
日
暑
い
中
一

生
懸
命
練
習
し
ま
す
。 

れ
か
ら
の
、
地
域
の
目
標
と
し

て
は
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

中
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
共
同
意
識
、

連
帯
感
を
持
っ
て
子
供
や
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
自
治
会

が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、
い
ま
ま

で
小
さ
な
集
落
で
は
や
り
た
く
て
も

で
き
な
か
っ
た
事
な
ど
地
域
の
み
な

さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
自
治
意

識
を
高
め
、
活
気
に
満
ち
た
明
る
い

住
み
よ
い
地
域
、「
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
本
当
に
こ
こ
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
地
域
」
に
し

た
い
で
す
。 

こ 

な 八 



１　人件費の状況 ５　職員手当の状況（平成19年４月１日現在） 

８　年齢別職員構成の状況（平成19年４月１日現在） 

９　部門別職員数の状況（平成19年４月１日現在） 

６　特別職の給料・報酬等の状況（平成19年４月１日現在） 

７　一般行政職の級別職員数の状況（平成19年４月１日現在） 

３　職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況 

４　職員の初任給の状況（平成19年４月１日現在） 

２　ラスパイレス指数の状況 

ラスパイレス指数の状況各年4月1日現在） 

　市の職員には、市長や市議会議員などの「特別職」の職員と、市庁舎や支所などの各施設で働く「一般職」（消防・
医療職などを含む）の職員がいます。現在、これらの職員に支払われている人件費（給与や報酬など）の総額は 18
年度普通会計決算で 30 億 6,986 万円、一人あたり給与費は約 594 万円となっています。 

　一般行政職と技能労務職（学校主事（労務職）、給食
調理員等）、教育職の平均年齢と平均給料月額等を国と
比較すると、次のようになります。 

　この指数は、国家公務員の給与水準を 100 とした場合
の地方公務員の給与水準を示す指数で、日置市は 96.9
となっています。 

人件費の状況（18年度普通会計決算） 

期末手当・勤勉手当 

退職手当 

扶養手当・住居手当・通勤手当 

住民基本台帳人口 
（18年度末） 

52,206人 23,811,606千円 

歳出額 
（A） 

763,187千円 

実質収支 

4,305,678千円 

人件費 
（B） 

18.08％ 

人件費率 
（B／A） 

職員給与費の状況（18年度普通会計決算） 

職員給与費の状況（18年度公営企業会計決算） 

事　業 

水　道 

病　院 

19人 

24人 

80,896千円 

102,789千円 

517人 1,951,461千円 273,647千円 844,753千円 3,069,861千円 5,937千円 

9,529千円 

29,937千円 

33,778千円 

40,019千円 

124,203千円 

172,745千円 

6,537千円 

7,197千円 

職員数 
（A） 

一人当たり 
給与費 

（B／A） 

給　　　　与 

給　　　　与 

給　料 

（注）１．類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している 
　　　　　団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。 

（注）１．職員手当には退職手当を含まない。 
　　　２．職員数は平成18年4月1日現在の人数です。 

職員手当 期末・勤勉 
手当 

計 
B

職員数 
（A） 

一人当たり 
給与費 

（B／A） 給　料 職員手当 期末・勤勉 
手当 

計 
B

一般行政職 

技能労務職 

教育職 

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

43.0歳 

43.3歳 

40.7歳 

43.8歳 

日　　置　　市 

鹿　児　島　県 

国 

類　似　団　体 

337,300円 

349,100円 

325,724円 

343,951円 

381,500円 

422,781円 

383,541円 

408,150円 

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

50.9歳 

48.7歳 

53.1歳 

45.7歳 

48.8歳 

48.0歳 

日　　置　　市 

うち学校主事 

うち給食調理員 

鹿　児　島　県 

国 

類　似　団　体 

301,100円 

303,100円 

305,200円 

337,300円 

287,094円 

313,225円 

317,200円 

347,700円 

328,100円 

394,336円 

320,514円 

346,246円 

区　　分 

区　　分 日置市 鹿児島県 国 

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

41.1歳 

40.4歳 

44.4歳 

日　　置　　市 

鹿　児　島　県 

類　似　団　体 

301,900円 

365,700円 

348,004円 

352,200円 

435,646円 

372,712円 

（注）１．「平均給料月額」とは、平成19年 4月 1日現在における職種ごとの
職員の基本給の平均である。 

　　　２．「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手
当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、
地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。 

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
快
適
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
市
の
職
員
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
仕

事
に
携
わ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
働
い
て
い
ま
す
。「
市
の
職
員
数
は
？
」

「
給
料
は
ど
れ
く
ら
い
？
」 

　
今
回
は
、
そ
ん
な
声
に
答
え
る
た
め
に
、

職
員
の
給
与
や
人
数
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

市
職
員
の
給
与

市
職
員
の
給
与
・ 

　
　
職
員
数
等
の
状
況

　
　
職
員
数
等
の
状
況 

市
職
員
の
給
与
・ 

　
　
職
員
数
等
の
状
況 

一般行政職 

 

技能労務職 

大学卒 

高校卒 

大学卒 

高校卒 

170,200円 

138,400円 

140,300円 

120,200円 

 

166,796円 

135,632円 

142,198円 

125,146円 

170,200円 

138,400円 

－ 

－ 

日置市 類似団体平均 全国市平均 

105 

100 

95 

90

（H19） 
96.9

（H19） 
96.9

（H14） 
100.1

（H19） 
97.9

（H14） 
101.2

・配偶者　月額13,000円 

・配偶者がいない場合の１人目　月額11,000円 

・配偶者以外の扶養親族１人につき　月額6,000円 

・扶養していない配偶者がいる場合の１人目　月額6,500円 

※満15歳に達する日以後最初の4月1日から満22歳に達する日以後の 

　最初の3月31日までの子は、１人につき5,000円を加算。 

※支給内容は、国と同じ 

 
１）借家・借間居住者（上限額27,000円） 

　・月額家賃が23,000円以下の場合 

　　　月額　12,000円 

　・月額家賃が23,000円を越える場合 

　　　月額 （月額家賃－23,000円）×1/2＋11,000円 

２）持ち家居住者 

　　　月額　2,500円 

 
２km以上に支給。（上限額　24,500円） 

　　例）　２km以上～３km未満　　2,000円 

　　　　　以後、１kmごとに400円を加算 

区　分 

区　分 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度額 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度額 

23.50月分 

33.50月分 

47.50月分 

59.28月分 

32.76月分 

41.34月分 

59.28月分 

59.28月分 

23.50月分 

33.50月分 

47.50月分 

59.28月分 

30.55月分 

41.34月分 

59.28月分 

59.28月分 

日置市 国 

18年度支給割合 

期末手当 勤勉手当 

１人当たり 
平均支給額 
（18年度） 

1,609,000円 

1,774,000円 

－ 

3.00月分 

2.95月分 

3.00月分 

1.45月分 

1.45月分 

1.45月分 

日 置 市 

鹿児島県 

国 

自
己
都
合 

勧
奨
・
定
年 

区　　分 

区　　分 

市　　　長 

副　市　長 

教　育　長 

議　　　長 

副　議　長 

議　　　員 

862,000円 
（775,800円） 
657,000円 

（624,150円） 
632,000円 

（600,400円） 
404,000円 

（391,880円） 
323,000円 

（313,310円） 
299,000円 

（290,030円） 

給　料 

 

 

報　酬 

18年度支給割合 
3.3月分 

（15％加算措置あり） 

18年度支給割合 
3.3月分 

（15％加算措置あり） 

月　　　額 期末手当 

内　　　　　　　　容 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

（注）月額（　）は、減額措置［10％～３％］を行った後の実質の支給額です。 

（注）（　）は、平成18年４月１日現在の数値です。 

　職員に適用される「給料表」は、職種および仕事の難易や責
任の度合いに応じて１級から７級に区分されています。職務の
区分と級別の職員数は次のとおりです。 

区分 

部　　　　門 

合　　　　計 

職員数 
議　　会 
総　　務 

税 
民　　生 
衛　　生 
農林水産 
商　　工 
土　　木 
下 水 道 
そ の 他 

計 

5人 
106人 
33人 
78人 
29人 
49人 
8人 

35人 
5人 

27人 
375人 
101人 
70人 

546人 
24人 
17人 
41人 

587人 

一般行政 
部門 

普通会計 
部門 

公営企業等 
会計部門 

教育部門 
消防部門 
小　　計 
病　　院 
水　　道 
小　　計 

標準的な 
職務内容 

主事補 
（技師補） 
主　事 

（技　師） 

19人 
（17人） 

5.5％ 
（4.9％） 

22人 
（16人） 

6.4％ 
（4.6％） 

119人 
（126人） 

34.5％ 
（36.1％） 

71人 
（92人） 

20.5％ 
（26.4％） 

64人 
（48人） 

18.6％ 
（13.7％） 

42人 
（42人） 

12.2％ 
（12.0％） 

8人 
（8人） 

2.3％ 
（2.3％） 

345人 
（349人） 

100％ 

主　任 
主　査 
係　長 

係　長 
主　幹 

課長補佐 
参　事 

課　長 
部　長 
支所長 

職員数 

構成比 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計 

60歳以上 

56～59 

52～55 

48～51 

44～47 

40～43 

36～39 

32～35 

28～31 

24～27 

20～23 

20歳未満 

職員数 職員数（人） 

2

75

60

90

74

59

58

78

45

35

11

0



　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
日
ご

ろ
か
ら
次
の
よ
う
な
心
構
え
や
準
備

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

・
家
族
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
避
難

す
る
場
所
、
そ
こ
ま
で
の
道
順
、
近

所
と
の
連
絡
方
法
な
ど
に
つ
い
て
確

認
し
、
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

・
お
住
ま
い
の
近
所
の
危
険
箇
所
や

特
徴
な
ど
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

・
家
の
周
り
を
点
検
し
、
必
要
に
応

じ
て
補
強
や
修
理
、
排
水
溝
の
掃
除

な
ど
浸
水
や
強
風
へ
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

・
気
象
情
報
な
ど
普
段
か
ら
確
認
す

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

・
非
常
持
出
品
と
し
て
、
非
常
食
、

飲
料
水
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
用
ラ
ジ

オ
（
乾
電
池
）、
救
急
医
薬
品
、
衣
類
、

貴
重
品
な
ど
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
梅
雨
・
台
風
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。 

　
近
年
、
前
線
や
台
風
の
影
響
で
毎
年
の
よ
う
に
大
雨
に
見

舞
わ
れ
、
各
地
で
は
深
刻
な
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
雨
に
加
え
、
暴
風
を
伴
う
大
雨
、

高
潮
や
突
風
な
ど
に
よ
り
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
（
注
意
報
・
警
報
）

や
市
の
防
災
行
政
無
線
の
放
送
か
ら
伝
え
ら
れ
る
情
報
な
ど

に
十
分
注
意
し
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
の
避
難
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 

　
最
新
の
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し

て
、
浸
水
や
が
け
崩
れ
な
ど
災
害
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
自
主
的

に
早
め
の
避
難
を
行
い
、
災
害
か
ら

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

・
避
難
す
る
と
き
は
、
戸
締
ま
り
と

火
の
元
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。 

・
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
で
体
の
不
自
由
な
方
が
い
る

家
庭
で
は
、
特
に
早
め
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
々
に

は
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
近
所
の
人

も
気
配
り
を
心
が
け
、
協
力
し
て
み

ん
な
で
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

・
避
難
す
る
際
は
、
非
常
持
出
品
や

身
分
証
な
ど
の
必
需
品
を
必
ず
持
っ

て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　
大
雨
や
台
風
が
去
っ
て
も
、
土
砂

災
害
な
ど
二
次
災
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
引
き
続
き
注
意
を
す
る
よ
う
心
が

け
、
い
つ
も
と
違
う
現
象
（
普
段
わ

き
水
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
水
が
噴
き

出
す
、
が
け
の
斜
面
を
小
石
が
転
が

り
落
ち
る
な
ど
）
を
見
か
け
た
ら
、

市
や
防
災
関
係
機
関
へ
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。 

日
ご
ろ
の
備
え 

早
目
の
避
難 

大
雨
や
台
風
が
去
っ
て
も 

　
　
　
　
注
意
が
必
要
で
す 

梅雨・台風への備え 梅雨・台風への備え 梅雨・台風への備え 

▲平成19年７月の大雨による伊集院町飯牟礼での土砂災害 

土砂災害の形態やその前兆現象を知りましょう!
次のような前兆現象を確認したら 
　　 早めに避難するよう心がけてください。 

☆長雨や集中豪雨などにより、山や川の
石や土砂が、水と一体となって一気に下
流へ流れる現象です。 
（前兆現象） 
●山鳴りがする。 
●雨が降り続いているのに川の水位が下
がる。（土砂により上流で流れがせき止
められている。） 

●川の水が急に濁ったり、流木がまざり始
める。 

●腐った土のにおいがする。 
 
☆長雨や集中豪雨などにより、斜面が急
に崩れ落ちる現象です。 
（前兆現象） 
●がけに亀裂が入る。 
●がけから水が湧き出してくる。 
●がけから小石がぱらぱらと落ちてくる。 
●がけから木の根が切れるなどの異様な
音がする。 

 
☆地下水などが粘土のようなすべりやすい
地層にしみこんで、その影響で地面が動き
出す現象です。 
（前兆現象） 
●沢や井戸の水が濁る。 
●地面にひび割れができる。 
●斜面から水が噴き出す。 
●家やよう壁に亀裂が入る。 
●家やよう壁、樹木や電柱が傾く。 

現象とそのまえぶれ（前兆現象） 土砂災害の形態 

＜土石流＞ 

＜がけ崩れ＞ 

＜地すべり＞ 

※二次避難所は、一次避難所で対応できない場合に開設 
　します。 

高山地区交流センター 

東市来農業構造改善センター 

東市来保健センター 

東市来総合福祉センター 

伊作田地区活性化センター 

皆田地区公民館体育館 

美山小学校体育館 

上市来小学校体育館 

鶴丸小学校体育館 

湯田小学校体育館 

伊作田小学校体育館 

川原記念館 

日置市中央公民館 

飯牟礼児童館 

土橋児童館 

伊集院北児童館 

妙円寺児童館 

伊集院地区公民館 

伊集院武道館 

伊集院小学校体育館 

伊集院中学校体育館 

伊集院総合体育館 

伊集院北小学校体育館 

伊集院北中学校体育館 

土橋小学校体育館 

土橋中学校体育館 

飯牟礼小学校体育館 

妙円寺小学校体育館 

中区集会施設 

扇尾地区公民館 

日吉老人福祉センター 

日吉中央公民館 

山田公民館 

住吉小学校体育館 

日吉総合体育館 

吹上中央公民館 

藤元地区体育館 

平鹿倉地区公民館 

永吉地区体育館 

坊野部消防詰所 

和田小学校体育館 

吹上老人福祉センター 

花田小学校体育館 

野首地区公民館 

吹上地区公民館 

永吉保育所 

吹上浜公園体育館 

274－9856 

274－3665 

274－2111 

274－2863 

274－9870 

274－2152 

274－2203 

274－9302 

274－2103 

274－2043 

274－2718 

274－2111 

273－1919 

273－1632 

273－9130 

273－0769 

272－4550 

273－0315 

273－2111 

273－4852 

273－4851 

273－1033 

273－4858 

272－4996 

273－9331 

273－9230 

273－2580 

273－1822 

292－4302 

292－4060 

292－2321 

292－2001 

292－2111 

292－2022 

292－2056 

296－2124 

296－2896 

296－2889 

297－2005 

296－2111 

296－2134 

296－2394 

296－2149 

296－2127 

296－2083 

297－2559 

296－3077

地域 

一
　
　
次 

二
　
　
次 

一
　
　
次 

二
　
　
次 

一
　
　
次 

二
　
　
次 

一
　
次 

二
　
　
次 

東
市
来
地
域 

伊
集
院
地
域 

日
吉
地
域 

吹
上
地
域 

避　難　所 電話番号 

災害時の避難所一覧 



　
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
裾
野
に
広
が
る

州
都
、
サ
ル
タ
市
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大

学
で
日
本
語
を
教
え
ま
し
た
。
日
本

と
の
時
差
十
二
時
間
、
首
都
か
ら
約

二
千
㎞
離
れ
た
地
で
何
で
日
本
語
教

育
な
の
？
ア
ン
デ
ス
の
山
々
を
越
え

る
と
そ
こ
は
太
平
洋
。
大
豆
や
た
ば

こ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
、
こ
の
地
の

豊
か
な
農
産
物
を
ア
ジ
ア
に
輸
出
す

る
構
想
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
は
、
相
手
先
の
言
葉
や
文
化
を
知

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

　
サ
ル
タ
の
町
の
通
り
に
は
、
日
本

の
ブ
ラ
ン
ド
車
が
数
多
く
走
っ
て
い

ま
す
。
で
も
、
一
歩
、
外
に
出
る
と
、

擦
れ
違
い
ざ
ま
に
穴
が
あ
く
ほ
ど
見

つ
め
ら
れ
た
り
、
日
本
の
位
置
が
東

南
ア
ジ
ア
に
あ
っ
た
り
、
こ
ち
ら
で

は
日
本
は
未
知
の
国
な
の
で
す
。
そ

ん
な
中
で
、
戸
惑
い
、
悩
み
、
共
に

笑
い
、
二
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
通
勤
や
小
旅
行
で
利
用

し
た
バ
ス
は
、
彼
の
地
の
人
々
の
生

活
や
様
子
を
知
る
絶
好
の
物
で
し
た
。 

　
赴
任
当
初
、
家
か
ら
直
接
大
学
ま

で
行
く
路
線
が
な
い
の
で
、
一
日
二

往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
路
線
を

見
つ
け
る
こ
と
が
第
一
の
関
門
で
し

た
。
そ
れ
は
、
当
地
は
ほ
と
ん
ど
の

道
路
が
一
方
通
行
だ
か
ら
で
す
。 

　
当
初
は
、
バ
ス
停
の
標
識
は
な
く
、

車
内
放
送
し
て
く
れ
る
で
も
な
く
、

物
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
ブ
ザ
ー
を

押
す
の
が
精
一
杯
で
し
た
。
　 

　
そ
の
う
ち
、
慣
れ
て
く
る
と
色
々
、

日
本
と
は
違
う
光
景
に
気
づ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、「
乗
り
ま
す
！
」

手
を
挙
げ
て
も
バ
ス
が
止
ま
っ
て
く

れ
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
、
朝
は
何

台
も
何
台
も
通
り
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。

車
内
後
部
は
空
い
て
い
る
の
に
、「
ど

う
し
て
？
」
と
、
授
業
時
間
を
気
に

し
な
が
ら
腹
を
立
て
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
一
人
で
何
役
も
こ
な
す
運

転
手
に
感
嘆
し
な
が
ら
も
怖
く
な
る

こ
と
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
お

客
か
ら
お
金
を
受
け
取
り
、
切
符
を

切
っ
て
渡
し
て
く
れ
ま
す
。
勿
論
、

お
釣
り
も
渡
し
ま
す
。
時
々
、
小
銭

が
な
い
と
言
っ
て
渡
し
て
も
ら
え
な

い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
…
。 

　
そ
ん
な
受
け
渡
し
の
と
き
も
バ
ス

は
走
っ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
券
売
機
の
切
符
番
号
を

手
帳
に
書
き
込
み
な
が
ら
の
手
放
し

運
転
を
し
て
い
ま
す
。
後
で
、
売
上

金
と
照
合
す
る
た
め
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
彼
ら
も
完
全
な
運
転
は
難
し

い
よ
う
で
す
。
乗
降
扉
を
開
け
た
ま

ま
走
っ
た
り
、
降
車
ブ
ザ
ー
で
知
ら

せ
て
も
通
過
さ
れ
た
り
し
た
と
き
も

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
車
内
で
は

手
す
り
を
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
、
ブ

ザ
ー
は
強
く
何
度
も
押
す
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。 

　
次
に
、
バ
ス
に
運
転
手
の
人
柄
が

現
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
朝
か
ら
の

り
の
良
い
音
楽
を
流
し
て
く
れ
る
陽

気
な
バ
ス
。
降
り
際
に
「
ま
た
ね
！
」

と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
爽
や
か
な
バ

ス
。
今
日
は
ど
ん
な
バ
ス
か
と
期
待

す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
車

内
が
一
変
す
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
バ
ス
が
教
会
の
そ
ば
を
通

る
と
き
、
乗
客
達
が
一
斉
に
十
字
を

切
る
と
き
で
す
。
一
緒
に
十
字
を
切

る
運
転
手
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
土
地

柄
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者
や

子
ど
も
連
れ
が
乗
っ
て
く
る
と
、「
セ

ニ
ョ
ー
ラ
！
」
と
声
が
掛
か
り
、
誰

と
は
な
く
席
を
立
っ
て
彼
ら
に
譲
っ

て
く
れ
ま
す
。
優
し
さ
に
溢
れ
た
光

景
に
も
会
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と
で
、
サ

ル
タ
の
人
た
ち
や
彼
ら
の
生
活
の
様

子
な
ど
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
人
と
の
触
れ
あ
い
が

心
の
距
離
を
埋
め
る
こ
と
も
痛
感
し

ま
し
た
。 

　「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
、
い
つ
戻
っ

て
来
ま
す
か
？
」
の
声
を
背
に
、
帰

国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。 

▲日本文化デー ▲日本語の授業の様子 

▲職員から歓迎を受ける李濬京（リ・ジュンギョン）さん 

▲辞令交付式 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て 

井
神
　
哲
次
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
日
本
語
教
育
） 

金
信
愛
（
キ
ム
・
シ
ン
エ
）
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　二
年
間
あ
り
が
と
う 

韓
国
へ
帰
国 

韓
国
と
日
本
の
架
け
橋
と
し
て 

　
　
　
〜
韓
国
か
ら
李
濬
京
さ
ん
着
任
〜 

こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待 

アルゼンチン 

ブラジル 

ウルグアイ 

パラグアイ 

エクアドル 

ガイアナ 
スリナム 

ウルグアイ 

パラグアイ 

ボリビア 

ペルー 

エクアドル 

コロンビア 

ベネズエラ ガイアナ 
スリナム 

フランス領ギアナ 

チリ 

●サルタ 

異　文　化　交　流 

日置市の 
国際交流活動 

▲アルゼンチンサルタ市 

　
日
置
市
の
新
し
い
国
際
交
流
員
（
Ｃ

Ｉ
Ｒ
）
と
し
て
李
濬
京
（
リ
・
ジ
ュ

ン
ギ
ョ
ン
）
さ
ん
が
四
月
十
日
、
着

任
し
ま
し
た
。 

　
李
さ
ん
は
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市
出
身

の
二
十
五
歳
。
経
歴
と
し
て
は
、
漢

英
外
国
語
高
等
学
校
、
韓
国
語
外
語

大
学
で
日
本
語
文
学
を
合
計
十
年
間

専
攻
し
、
大
学
卒
業
後
、
韓
国
で
韓

国
語
と
日
本
語
の
講
師
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
学
在
学
中
に

は
、
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た

り
、
大
阪
の
ホ
テ
ル
や
東
京
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
働
き
、
日
本
で
い
ろ
い
ろ

な
経
験
や
文
化
を
学
ぶ
事
が
で
き
た

そ
う
で
す
。 

　
李
さ
ん
は
韓
国
の
交
流
員
と
し
て

は
五
代
目
で
、
こ
れ
か
ら
本
市
の
国

際
交
流
事
業
の
企
画
立
案
や
通
訳
、

韓
国
語
教
室
・
講
演
を
通
じ
、
学
校

や
市
民
の
異
文
化
交
流
の
た
め
の
活

動
を
行
い
ま
す
。
李
さ
ん
の
任
期
は

一
年
間
（
更
新
に
よ
り
最
長
三
年
間
）

で
、
東
市
来
支
所
地
域
振
興
課
で
勤

務
し
ま
す
。「
韓
国
と
日
本
の
架
け

橋
と
し
て
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
鹿
児
島
弁
も
た

く
さ
ん
覚
え
た
い
で
す
」
と
抱
負
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
趣
味
は
料
理
、

ド
ラ
ム
演
奏
。 

　
吹
上
支
所
で
勤
務
す
る
マ
レ
ー
シ

ア
か
ら
の
国
際
交
流
員
ザ
カ
リ
ア
さ

ん
と
も
力
を
合
わ
せ
、
交
流
の
輪
が

更
に
、
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

　
日
置
市
国
際
交
流
員
の
金
信
愛
（
キ

ム
・
シ
ン
エ
）
さ
ん
が
二
年
間
の
任

期
を
終
え
、
三
月
二
十
八
日
に
韓
国

へ
帰
国
し
ま
し
た
。 

　
金
さ
ん
は
平
成
十
八
年
四
月
か
ら

国
際
交
流
員
と
し
て
勤
務
し
、
市
内

小
・
中
学
校
の
『
総
合
的
な
学
習
の

時
間
』
な
ど
で
韓
国
の
文
化
・
風
習

を
紹
介
し
た
り
、
韓
国
南
原
市
と
の

青
少
年
交
流
事
業
や
韓
国
文
化
交
流

事
業
で
は
優
秀
な
語
学
力
を
活
か
し
、

日
本
と
韓
国
と
の
連
絡
調
整
や
翻
訳
、

通
訳
に
積
極
的
に
取
組
み
、
両
国
の

架
け
橋
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
金
さ
ん
は
、「
日
置
市
で
の
経
験

を
今
後
の
人
生
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。
日
置
市
が
私
の
第
二
の
ふ
る
さ

と
で
す
。
二
年
間
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
思
い
出
を
か

み
し
め
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。 

２
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
宮
路
市
長
へ
お
別
れ
の 

あ
い
さ
つ 

▼
 

職
員
に
見
送
ら
れ
る
金
さ
ん 

▼
 



４
月
１
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た 

市
民
生
活
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
課 

保
健
福
祉
課 

※
係
名
省
略 

教
育
総
務
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
振
興
課 

社
会
教
育
課 

※
係
名
省
略 

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
振
興
係 

農
業
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
調
整
係 

※
農
業
振
興
係
を
新
設 

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
衛
生
係 

市
民
生
活
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
政
策
係 

※
他
係
省
略 

支
所
【
市
民
課
】 

国
保
老
人
保
健
係 

　
　
　
　
　
国
保
後
期
高
齢
者
係 

教
育
総
務
課
　
　
　
学
務
係 

※
教
育
総
務
課
内
に
一
係
含
め
る 

 

　
　
　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
係 

健
康
保
険
課 

　
　
　
　
　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
係 

※
他
係
省
略 

　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
調
整
係 

企
　
画
　
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係 

※
他
係
省
略 

　
　
　
　
　
　
　
　
組
織
管
理
係 

総
　
務
　
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
改
善
係 

※
他
係
省
略 

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き

行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
（
＝
実
行
計
画
）
に
基
づ
き
、

職
員
数
の
縮
減
に
よ
る
簡
素
で
効
率

的
な
組
織
づ
く
り
を
推
進
し
、
新
た

な
行
政
需
要
や
多
様
化
す
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
対
応
で
き
る
組
織
の
整
備

を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
年
四
月
一

日
に
機
構
改
革
を
行
い
、
市
役
所
の

課
・
係
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

組
織
充
実
・
統
廃
合
・
係
名
改
称 

　
新
た
な
行
政
需
要
や
多
様
化
す
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
適
切
か
つ
迅
速
に

対
応
し
、
よ
り
一
層
の
行
政
運
営
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
に
親
し
み

や
す
い
窓
口
を
実
現
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
組
織
の
充
実
、
課
、
係
の

統
廃
合
、
新
設
お
よ
び
係
名
の
改
称

を
行
い
ま
し
た
。 

   

①
組
織
の
充
実 

　
医
療
制
度
改
革
へ
の
対
応
と
し
て
、

保
健
師
を
支
所
か
ら
一
人
ず
つ
本
庁

へ
集
約
。
ま
た
、
栄
養
・
食
生
活
改

善
に
関
す
る
業
務
を
充
実
す
る
こ
と

と
し
本
庁
健
康
保
険
課
健
康
増
進
係 

に
管
理
栄
養
士
を
配
置
し
ま
し
た
。 

   

②
課
・
係
の
統
合 

■
各
支
所
市
民
生
活
課
と
保
健
福
祉

課
を
統
合
し
、「
市
民
課
」
を
設
置 

      

■
各
支
所
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

と
社
会
教
育
課
を
統
合
し
、「
教
育

振
興
課
」
を
設
置 

      

■
各
支
所
農
業
員
会
支
局
（
農
地
調

整
係
）を
本
庁
に
統
合
し
、
農
業
振
興

係
を
新
設
。
た
だ
し
、
支
局
の
窓
口

業
務
は
各
支
所
農
林
水
産
課
で
対
応 

      

   

③
係
の
新
設 

■
企
画
課
行
政
改
革
推
進
係
を
総
務

課
に
移
管
し
、
組
織
管
理
係
と
事
務

改
善
係
を
設
置 

      

■
本
庁
企
画
課
企
画
調
整
係
を
分
割

し
、
企
画
調
整
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

係
を
設
置 

      

■
本
庁
市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係
を

分
割
し
、
環
境
衛
生
係
と
環
境
政
策

係
を
設
置 

      

■
本
庁
健
康
保
険
課
国
保
老
人
保
健

係
を
分
割
し
、
国
民
健
康
保
険
係
と

後
期
高
齢
者
医
療
係
を
設
置 

      

■
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
務 

係
を
教
育
総
務
課
に
移
管
し
、
教
育

総
務
課
に
学
務
係
を
設
置 

         

④
係
名
の
改
称 

■
各
支
所
市
民
課
国
保
老
人
保
健
係

を
国
保
後
期
高
齢
者
係
に
改
称 

 

▲地域福祉計画策定委員会の状況 

　
昨
年
の
五
月
か
ら
計
画
策
定
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
日
置
市
地
域

福
祉
計
画
を
定
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
は
、
す
べ
て
の
市
民
が

自
ら
の
意
思
で
社
会
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
、
様
々
な
福
祉
制
度
の

具
体
策
を
定
め
た
も
の
で
す
。 

　
今
後
は
、
こ
の
計
画
の
実
現
に
向

け
、
市
民
や
関
係
機
関
・
団
体
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
回
の
日
置
市
地
域
福
祉

計
画
の
概
要
を
ま
と
め
た
「
日
置
市

地
域
福
祉
計
画
概
要
版
」
を
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
よ
り
こ
の
計
画
を
身
近

な
も
の
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
各
世
帯
へ
配
布
い
た
し
ま

す
。 

「
地
域
福
祉
計
画
」 

を
定
め
ま
し
た 

福祉課 

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま

っ
た
四
月
七
日
、
市
役
所
前
で
交
通

安
全
運
動
出
発
式
が
行
わ
れ
、
警
察

や
交
通
安
全
協
会
な
ど
約
五
十
名
の

関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
出
発
式
で
は
、
宮
路
市
長
、
林
日

置
警
察
署
長
が
あ
い
さ
つ
。 

　
そ
の
後
、
市
役
所
新
入
職
員
２
名

に
よ
る
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
、
白

バ
イ
を
先
頭
に
関
係
車
両
十
台
が
広

報
パ
レ
ー
ド
に
出
発
し
ま
し
た
。 

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中

は
、
通
学
路
で
の
街
頭
指
導
を
は
じ

め
、
交
通
事
故
が
一
件
で
も
減
ら
せ

る
よ
う
に
市
内
各
地
で
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

▲交通安全出発式 

社
会
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 日

置
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　
日
置
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
約
百
二
十
人
が
、
四
月
二
十

四
日
市
内
各
所
の
清
掃
作
業
を
行
い

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
年
二
回
（
四
月
お
よ
び

十
月
）
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
、

よ
り
よ
い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
目
指
す
た
め
に
、
会
員
の
募
集
も

兼
ね
て
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

▲城山公園（伊集院）を清掃する会員 

▲市内パレードへ出発 

地
域
で
見
守
り
ま
す 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
面
式 

　
鶴
丸
小
学
校
（
東
市
来
）
で
四
月

二
十
八
日
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
対
面
式
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
児
童
の
登
下
校
時
に
パ
ト
ロ

ー
ル
や
校
外
学
習
、
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
を
自
発
的
に
支
援
す
る
地
域
住
民

の
活
動
で
、
児
童
を
見
守
る
四
十
人

が
支
援
し
ま
す
。 

　
種
子
田
忠
紀
さ
ん
は
「
良
い
あ
い

さ
つ
、
下
級
生
の
面
倒
を
み
る
こ
と
、

十
分
な
睡
眠
時
間
、
朝
ご
飯
を
し
っ

か
り
食
べ
る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。 

久
し
か
ぶ
い
じ
ゃ
し
た 

平
成
二
十
年
度
関
東
東
市
来
会
総
会 

　
東
京
都
品
川
区
の
三
州
倶
楽
部
で

四
月
十
九
日
、
平
成
二
十
年
度
関
東

東
市
来
会
（
前
田
国
次
会
長
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
出
席
者
は
約
百
名
で
、
湯
田
平
副

市
長
、
畠
中
市
議
会
議
長
な
ど
が
出

席
。 

　
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
湯
田
平
副

市
長
、
畠
中
市
議
会
議
長
が
来
賓
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
郷
土
の
現
状
を
紹

介
し
ま
し
た
。 

　
総
会
終
了
後
、
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
元
産
経
新
聞
編
集
員
　
牧
野
弘

道
氏
（
東
市
来
町
湯
田
出
身
）
が
「
戦

跡
を
歩
ん
で
」
と
題
し
、
実
父
で
あ

る
牧
野
中
将
の
戦
跡
の
紹
介
や
終
戦

が
あ
と
二
ヶ
月
遅
れ
れ
ば
、
東
市
来

の
江
口
浜
に
米
軍
が
上
陸
す
る
計
画

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
皆
さ
ん
興
味

深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
懇
親
会
で
は
、
一
年
ぶ
り
の
再
会

と
あ
っ
て
、
故
郷
へ
の
思
い
や
新
市

へ
の
期
待
な
ど
の
話
題
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 



成
功
さ
せ
よ
う
・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８ 

東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０

８
日
置
市
実
行
委
員
会
第
二
回
総
会

が
四
月
十
一
日
、
東
市
来
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
こ
の
大
会
を
通
し
て

日
置
市
の
魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
、

Ｐ
Ｒ
で
き
る
機
会
と
捉
え
、
全
国
か

ら
参
加
さ
れ
る
選
手
、
役
員
の
皆
様

を
迎
え
る
た
め
の
事
業
計
画
と
予
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
か
ご
し
ま
で
　
元
気
・
ふ
れ
合
い
・

ゆ
め
噴
火
」
を
テ
ー
マ
に
鹿
児
島
県

を
会
場
に
十
月
二
十
五
日
（
土
）
か

ら
二
十
八
日
（
火
）
の
日
程
で
第
二

十
一
回
全
国
健
康
福
祉
祭
か
ご
し
ま

大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２

０
０
８
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
日
置
市
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
二
つ
の
交
流
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
大
会
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
〕 

　
平
成
二
十
年
十
月
二
十
五
日
（
土
）

　
〜
二
十
八
日
（
火
） 

　
会
場
　
東
市
来
総
合
運
動
公
園
・

　
　
　
　
湯
之
元
球
場 

〔
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
〕 

　
平
成
二
十
年
十
月
二
十
五
日
（
土
）

　
〜
二
十
六
日
（
日
） 

　
会
場
　
伊
集
院
文
化
会
館
及
び
周

　
　
　
　
辺
特
設
コ
ー
ス 

歴
史
的
財
産
を 

地
域
活
性
化
に 

ザ
ビ
エ
ル
像
建
立
除
幕
式 

　
市
来
鶴
丸
城
跡
（
東
市
来
）
で
四

月
二
十
七
日
、
ザ
ビ
エ
ル
像
建
立
除

幕
式
が
あ
り
、
三
百
人
が
出
席
し
ま

し
た
。 

　
こ
れ
は
、
日
本
に
初
め
て
キ
リ
ス

ト
教
を
伝
え
、
同
城
に
滞
在
し
た
ス

ペ
イ
ン
の
宣
教
師
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
の
像
を
建
立
し
、
地
域
の

発
展
・
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
建
立

委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
。 

　
式
で
は
建
立
委
員
会
長
の
石
神
兼

文
さ
ん
（
元
鹿
児
島
大
学
学
長
）
が

「
ザ
ビ
エ
ル
の
思
い
を
引
継
ぎ
、
地

域
の
人
と
と
も
に
世
界
平
和
に
努
力

し
た
い
」
と
話
し
、
鹿
児
島
大
学
教

授
池
川
直
さ
ん
が
制
作
し
た
像
か
ら

幕
が
下
ろ
さ
れ
る
と
、
辺
り
は
拍
手

と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

吹
上
の
春
を
満
喫 

吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会 

　
小
雨
混
じ
り
の
肌
寒
い
中
、
第
二

十
三
回
吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

が
四
月
六
日
、
吹
上
浜
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
お
よ
そ

千
五
百
人
が
参
加
。 

　
桜
が
咲
き
香
る
吹
上
浜
公
園
周
辺

を
皆
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、

走
り
ま
し
た
。 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
五
㌔
と
十
㌔
の

ニ
コ
ー
ス
。 

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
は
、
一
・
五
㌔
、

三
㌔
、
七
㌔
の
三
コ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ

れ
分
か
れ
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
優
勝
者
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。（
市
内
関
係
分
敬
称
略
）

▼
男
子
一
・
五
㌔
　
有
村
啓
吾
（
小
学

三
年
生
以
下
）
岡
村
海
青
（
小
学
四

年
〜
六
年
以
下
）
木
場
慎
二
（
中
学

生
以
上
三
十
歳
未
満
）
高
野
親
志
（
五

十
歳
以
上
）
三
㌔
　
木
山
翔
太
郎
（
小

学
四
年
〜
六
年
以
下
）
有
馬
久
光
（
五

十
歳
以
上
）
▼
女
子
　
一
・
五
㌔
　
岡

元
秀
佳
（
小
学
三
年
生
以
下
）
富
奥

裕
子
（
三
十
歳
以
上
五
十
歳
未
満
）

三
㌔
　
岡
村
優
那
（
小
学
三
年
生
以

下
））
下
園
理
恵
（
小
学
四
年
〜
六
年

以
下
）
富
奥
裕
子
（
三
十
歳
以
上
五

十
歳
未
満
）
七
㌔
　
西
村
理
那
（
中

学
生
以
上
三
十
歳
未
満
）
富
奥
裕
子

（
三
十
歳
以
上
五
十
歳
未
満
） 

特
定
農
用
地
利
用
規
程
認
定
交
付
式 

古
城
・
八
枝
地
区
、養
母
・
長
里
地
区 

　
特
定
農
用
地
利
用
規
程
認
定
交
付

式
が
三
月
二
十
一
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
、
古
城
・
八
枝
地
区
（
伊
集
院
）

と
養
母
・
長
里
地
区
（
東
市
来
）
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
各
地
区
農
用
地
利
用
改

善
組
合
の
代
表
者
に
認
定
書
が
交
付

さ
れ
た
後
、
宮
路
市
長
が
「
各
地
区

で
効
率
的
な
土
地
の
活
用
に
努
め
て

い
た
だ
き
、
他
地
区
の
見
本
と
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
激
励
。 

　
そ
れ
に
応
え
て
各
地
区
の
代
表
者

が
「
地
域
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

で
、
地
域
活
性
化
に
努
め
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

新
し
く
な
っ
て
大
賑
わ
い 

江
口
蓬
莱
館 

　
東
市
来
地
域
江
口
蓬
莱
館
が
四
月

十
九
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。 

　
売
場
面
積
等
三
百
二
十
平
方
㍍
広

げ
、
通
路
は
ゆ
っ
た
り
と
な
り
買
い

物
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

　
総
事
業
費
一
億
六
千
八
百
万
円
。 

　
当
日
、
十
一
時
半
か
ら
式
典
が
あ

り
全
商
品
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
二
十
五

日
ま
で
一
割
引
と
な
り
、
店
内
は
お

客
さ
ん
で
大
賑
わ
い
。 

　
土
、
日
曜
日
は
、
お
買
い
物
し
て

頂
い
た
方
、
先
着
千
名
様
に
ち
り
め

ん
の
か
ま
あ
げ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。 

　
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
は
オ
ー

プ
ン
セ
ー
ル
と
し
て
、
来
館
者
に
、

ぼ
た
も
ち
、
お
も
ち
、
お
に
ぎ
り
の

無
料
配
布
、
お
買
い
上
げ
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
ち
り
め
ん
の
つ
く
だ
煮

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。 

　
ま
た
、
二
千
円
の
お
買
い
上
げ
ご

と
に
、
一
回
の
抽
選
会
を
開
催
す
る

な
ど
お
客
さ
ん
に
は
喜
ば
し
い
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。 

　
駐
車
場
百
二
十
台
、
レ
ス
ト
ラ
ン

百
四
十
席
。 

　
営
業
時
間
（
九
月
ま
で
）
九
時
〜

十
八
時 

　
お
問
い
合
わ
せ
先
　
江
口
蓬
莱
館 

　
電
話
　
二
七
四
―
七
六
六
六 

▲認定書を受け取る養母・長里地区の代表者 

▲認定書を受け取る古城・八枝地区の代表者 

大
太
鼓
の
贈
呈
式 

宝
山
太
鼓
の
引
渡
し
式 

　
宝
山
太
鼓
の
引
渡
し
式
が
四
月
ニ

十
日
健
康
交
流
館
ゆ
〜
ぷ
る
吹
上
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
一
本
の
木
を
く
り
ぬ
い
て
作
ら
れ

た
大
太
鼓
は
、
三
尺
四
寸
の
大
き
さ

で
、
重
さ
は
約
五
百
㌔
に
な
り
ま
す
。 

　
西
酒
造
株
式
会
社
（
西
陽
一
郎
代

表
取
締
役
）
か
ら
日
置
市
へ
寄
付
。 

　
市
の
備
品
と
し
て
吹
上
青
松
太
鼓

保
存
振
興
会
（
北
野
和
則
会
長
）
に

貸
与
さ
た
も
の
で
す
。 

　「
地
域
発
展
の
た
め
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
西
陽
三
会
長
か

ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
宮
路
市
長
か

ら
保
存
会
へ
目
録
の
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。 

　「
市
の
発
展
の
た
め
一
生
懸
命
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
北
野
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
合
図
で
西
会
長
と
市
長

が
初
打
ち
を
行
い
会
場
に
は
「
ド
ー

ン
」
と
体
に
ず
し
り
と
し
た
振
動
と

重
い
響
が
広
が
り
ま
し
た
。 

　
今
後
は
市
内
外
へ
大
太
鼓
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 



受
け
継
が
れ
る
伝
統 

湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り 

　
湯
之
元
温
泉
街
（
東
市
来
）
で
四

月
十
三
日
、
湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊

り
が
あ
り
、
木
市
や
露
天
商
も
軒
を

並
べ
、
約
一
万
人
の
人
出
で
賑
わ
い

ま
し
た
。 

　
き
れ
い
に
飾
り
付
け
さ
れ
た
シ
ャ

ン
シ
ャ
ン
馬
を
先
頭
に
、
主
催
の
湯

之
元
ク
ラ
ブ
や
ミ
ス
日
置
な
ど
の
踊

り
連
が
太
鼓
や
三
味
線
、
お
は
や
し

に
合
わ
せ
て
温
泉
街
を
一
日
か
け
て

練
り
歩
き
ま
し
た
。 

　
踊
り
子
の
後
継
者
不
足
が
心
配
さ

れ
る
中
、
中
央
自
治
会
の
宮
内
隆
乃

介
く
ん
が
親
子
そ
ろ
っ
て
参
加
。 

　
連
日
の
練
習
の
成
果
も
あ
っ
て
見

事
踊
り
き
り
ま
し
た
。 

　「
練
習
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
皆

と
一
緒
に
踊
れ
て
楽
し
か
っ
た
」
と

隆
乃
介
く
ん
、
お
父
さ
ん
の
光
一
さ

ん
は
、「
今
の
時
代
の
子
で
親
に
つ

い
て
き
て
、
地
域
の
行
事
に
参
加
し

て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

み
ご
と
な
ク
リ
ア
に
大
拍
手 

Ｍ
Ｆ
Ｊ
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権 

　
二
〇
〇
八
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ル
選

手
権
シ
リ
ー
ズ
第
二
戦
九
州
大
会
が

財
団
法
人
日
本
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル

ス
ポ
ー
ツ
協
会
九
州
支
部
の
主
催
で

四
月
六
日
、
錫
山
オ
フ
ロ
ー
ド
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
国
内
各
地
か
ら
ス
ー
パ

ー
国
際
Ａ
級
ク
ラ
ス
の
ラ
イ
ダ
ー
を

は
じ
め
七
十
九
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。 

　
自
然
の
地
形
を
使
い
粘
土
質
の
滑

り
や
す
い
二
段
に
な
っ
た
壁
や
、
岩

盤
、
丸
太
等
に
見
事
な
ス
ー
パ
ー
ジ

ャ
ン
プ
で
果
敢
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
ト
ラ
イ
ア
ル
と
は
、
持
ち
時
間
内

で
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
技
術
の
正
確
性
を

競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。 

　
コ
ー
ス
の
途
中
に
設
け
ら
れ
た
採

点
区
間
で
い
か
に
減
点
な
く
走
り
抜

け
ら
れ
る
か
を
競
い
ま
す
。 

　
今
大
会
で
は
十
の
採
点
区
間
を
三

周
し
ま
し
た
。 

　
選
手
が
挑
戦
し
素
晴
ら
し
い
走
り

や
障
害
物
を
ク
リ
ア
す
る
と
、
詰
め

掛
け
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
と
声

援
が
会
場
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

し
な
る
竿
に
満
足
な
笑
顔 平

鹿
倉
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会 

　
平
鹿
倉
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会
が
四

月
ニ
十
日
、
旧
平
鹿
倉
小
学
校
（
吹

上
）
の
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
壮
年
部
の
方
々

が
大
口
市
か
ら
三
㌢
の
稚
魚
ニ
千
五

百
匹
を
購
入
し
、
昨
年
十
一
月
か
ら

大
切
に
育
て
て
き
ま
し
た
。 

　
ニ
ジ
マ
ス
は
一
週
間
前
か
ら
エ
サ

ぬ
き
で
し
た
が
、
体
長
は
大
き
い
も

の
に
な
る
と
二
十
五
㌢
を
優
に
超
え

て
育
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
一
番
の
苦
労
は
、
約
三
百
㍍
上
流

か
ら
引
い
て
い
る
「
水
」
の
管
理
が

大
変
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
朝
か
ら
絶
好
の
天
気
で
汗
ば
む
陽

気
の
中
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
、
家

族
連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
埋
ま
り
ま

し
た
。 

　
時
間
を
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
「
ど

う
ぞ
」
の
合
図
と
と
も
に
お
互
い
の

糸
を
気
に
し
な
が
ら
一
斉
に
釣
り
糸

を
垂
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
持
参
し
た
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等

は
見
る
見
る
う
ち
に
埋
ま
っ
て
行
き

ま
し
た
。 

自
分
の
足
で
春
を
歩
く 

吹
上
温
泉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

　
吹
上
温
泉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が

三
月
十
二
日
、
吹
上
温
泉
広
場
周
辺

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

「
医
療
費
の
負
担
を
減
ら
し
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
」
と
、

吹
上
地
域
運
動
普
及
推
進
員
協
議
会

が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
二

回
目
。 

　
同
広
場
を
発
着
点
に
、
海
を
眺
め

て
歩
く
コ
ー
ス
（
六
・
三
㌔
）
と
歴

史
探
索
コ
ー
ス
（
六
・
六
㌔
）
の
二

コ
ー
ス
を
用
意
。
最
高
齢
の
八
十
二

歳
を
は
じ
め
、
市
内
外
か
ら
の
参
加

者
百
二
十
三
人
が
、
温
泉
や
草
花
の

香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。 

　
大
会
に
合
わ
せ
、
日
赤
奉
仕
団
に

よ
る
災
害
非
常
炊
出
も
企
画
。
参
加

者
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
の
炊
飯
体
験
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
主
催
者
手
作
り
の
焼
そ

ば
と
炊
き
出
し
ご
飯
の
昼
食
に
、
笑

顔
で
舌
鼓
。
吹
上
温
泉
旅
館
組
合
が

提
供
し
た
入
浴
半
額
券
で
、
吹
上
の

一
日
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。 

棚
田
散
策
＆
山
菜
狩
り
体
験 

尾
木
場
め
だ
か
の
里 

　
東
市
来
地
域
尾
木
場
地
区
で
四
月

六
日
、「
棚
田
散
策
＆
山
菜
狩
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
日
置
市
を
は
じ
め
鹿
児

島
市
な
ど
か
ら
十
八
家
族
六
十
人
が

参
加
さ
れ
、
棚
田
の
散
策
や
め
だ
か

の
見
学
、
タ
ケ
ノ
コ
堀
り
、
山
菜
狩

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
で
は
、
自
分
の
顔

よ
り
大
き
い
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
り
当
て

た
子
供
や
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
む

家
族
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ワ
ラ
ビ
狩
り
で
は
、
畑
一
面
に
生

え
た
ワ
ラ
ビ
を
一
生
懸
命
摘
み
取
り
、

尾
木
場
の
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、「
尾
木
場
地
区
の
人
々

の
や
さ
し
さ
、
暖
か
さ
を
感
じ
、
心

が
癒
さ
れ
ま
し
た
」「
昔
の
農
村
の

懐
か
し
い
風
景
が
残
り
、
都
会
に
は

欠
け
て
い
る
何
か
が
得
ら
れ
た
体
験

で
し
た
」
な
ど
と
、
感
激
し
た
様
子

で
地
区
を
後
に
し
ま
し
た
。 

世
界
の
味
を
堪
能 

第
五
回
世
界
料
理
講
座 

　
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
三

月
十
五
日
、
第
五
回
目
と
な
る
「
世

界
味
の
旅
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
マ
レ
ー
シ
ア
出
身
で
、
市

国
際
交
流
員
ザ
カ
リ
ア
・
ム
ス
タ
フ

ァ
さ
ん
を
講
師
に
カ
リ
ー
イ
カ
ン
（
魚

カ
レ
ー
）
と
ケ
リ
ア
（
サ
ツ
マ
イ
モ

ド
ー
ナ
ツ
）
を
調
理
。 

　
工
程
が
進
む
に
つ
れ
て
室
内
を
香

辛
料
の
ス
パ
イ
シ
ー
な
香
り
が
包
み

ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
常
夏
の
国
マ
レ
ー
シ
ア

の
味
に
大
満
足
で
し
た
。 

　
最
後
と
な
っ
た
今
回
の
講
座
で
は

「
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
講
座
生

同
士
で
も
仲
良
く
な
れ
た
」「
全
五

回
の
講
座
で
様
々
な
国
の
料
理
が
学

べ
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」

と
意
見
も
出
る
な
ど
、
大
成
功
の
う

ち
に
世
界
味
の
旅
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。 

楽
し
い
山
菜
狩
り 

▼
 

う
ま
く
掘
れ
る
か
な 

▼
 

き
れ
い
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬 

▼
 

一
緒
に
踊
る
宮
内
さ
ん
親
子（
写
真
左
が
隆
乃
介
く
ん
） 

▼
 



地
区
を
越
え
た
交
流
で
リ
ー
ダ
ー
育
成 

日
吉
地
域
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

　
日
吉
地
域
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
、
県
立
南
薩
少
年
自
然
の
家

で
、
四
月
五
日
か
ら
六
日
の
日
程
で

開
催
さ
れ
、
地
域
内
の
各
子
ど
も
会

か
ら
三
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
初
日
は
、
日
吉
中
央
公
民
館
か
ら

全
員
自
転
車
に
乗
り
、
桜
が
満
開
の

南
薩
自
転
車
道
を
一
路
南
さ
つ
ま
市

へ
向
か
い
ま
し
た
。 

　
約
二
時
間
余
り
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

は
全
員
無
事
完
走
。 

　
入
所
式
の
あ
と
「
時
間
厳
守
・
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
・
心
の
リ
レ
ー
」
を

掲
げ
て
の
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
日
吉
地
域
子
ど
も
会
の
役

員
選
出
で
す
。 

　「
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
！
自

分
た
ち
で
、
や
る
気
満
々
の
リ
ー
ダ

ー
オ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
で
地
域
子
ど
も
会
長
に

上
田
平
悠
希
君
（
扇
尾
子
ど
も
会
）

副
会
長
に
川
野
隆
裕
君
（
日
置
麓
子

ど
も
会
）
上
妻
好
枝
さ
ん
（
南
区
子

ど
も
会
）
が
選
出
さ
れ
、
組
織
図
と

年
間
計
画
を
全
員
で
作
成
し
ま
し
た
。 

　
二
日
目
は
、
野
外
活
動
の
カ
ヌ
ー

体
験
が
あ
り
、
緊
張
し
な
が
ら
も
楽

し
そ
う
で
し
た
。 

　
オ
ー
ル
を
漕
ぐ
に
も
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
一
致
団
結
、
い
つ
も
と
違
う
環

境
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
、
心
を
一

つ
に
す
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。 

　
今
回
の
研
修
で
体
験
し
た
り
感
動

し
た
こ
と
を
各
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
積
極
的
に
子
ど
も
会
活
動
に
生

か
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
ま
す
。 

花
の
栽
培
で
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚 

「
人
権
の
花
」
運
動
開
会
式 

　
日
置
小
学
校
で
四
月
二
十
一
日
、「
人

権
の
花
」
運
動
の
開
会
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し
合

っ
て
花
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、

や
さ
し
い
心
や
思
い
や
り
の
心
を
育

て
、
相
手
の
立
場
・
相
手
の
身
に
な

っ
て
考
え
、
行
動
し
、
感
謝
す
る
こ

と
を
理
解
さ
せ
、
栽
培
し
咲
い
た
花

を
周
囲
の
人
に
観
賞
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
児
童
の
情
操
を
よ
り
豊
か
に

し
、
児
童
に
豊
か
な
人
間
関
係
を
体

得
さ
せ
、
も
っ
て
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

　
主
催
は
、
日
置
市
・
県
人
権
擁
護

員
協
議
会
・
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
本
年
は
県
内
十

八
校
が
運
動
指
定
を
受
け
ま
し
た
。 

　
日
置
市
で
は
、
日
置
小
学
校
が
指

定
を
受
け
、
児
童
代
表
の
柿
元
将
志

君
（
六
年
生
）
が
日
吉
支
所
の
妙
見

教
育
振
興
課
長
か
ら
指
定
校
の
目
録

を
受
け
取
り
、
自
然
に
や
さ
し
い
・

人
に
や
さ
し
い
心
を
育
て
る
こ
と
を

全
校
児
童
一
緒
に
誓
い
ま
し
た
。 

新
緑
の
美
山
を
味
わ
っ
て 

窯
焚
き
コ
ン
サ
ー
ト
＆
美
山
ウ
ォ
ー
ク 

　
美
山
陶
遊
館
隣
の
四
〇
〇
年
窯
広

場
で
四
月
二
十
九
日
、
窯
焚
き
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
主
催
は
、
美
山
地
区
公
民
館
、
む

つ
み
会
、
薩
摩
焼
振
興
会
、
婦
人
部
、

美
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
、
来
場
者
へ
の
お

餅
、
飲
み
物
、
漬
物
等
の
準
備
に
追

わ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

　
午
前
中
の
奏
者
は
、
地
域
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
音
楽
活
動
し
て
い
る

東
市
来
在
住
の
里
之
園
亜
希
さ
ん
（
エ

レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
）、
福
島
千
絵
さ

ん
（
サ
ッ
ク
ス
演
奏
）
の
二
人
。 

馴
染
み
の
あ
る
曲
の
演
奏
と
楽
器
の

説
明
な
ど
で
音
楽
フ
ァ
ン
が
増
え
た

の
で
は
。 

　
午
後
は
、
薩
摩
琵
琶
の
演
奏
。 

　
ま
た
、
新
緑
の
中
、
美
山
を
散
策

す
る
美
山
ウ
ォ
ー
ク
は
、
窯
元
、
工

房
、
喫
茶
店
で
、
五
ケ
所
分
の
ス
タ

ン
プ
を
集
め
る
と
古
陶
片
の
ペ
ン
ダ

ン
ト
が
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
五

月
六
日
ま
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

   

　
か
ん
な
短
歌
会
（
東
市
来
） 

 

咲
き
満
つ
る
桜
並
木
に
花
見
上
ぐ 

来
年
も
見
た
く
し
か
と
歩
き
ぬ 

西
田
　
ヒ
メ 

 

優
性
か
劣
性
遺
伝
か
わ
か
ら
ね
ど 

親
子
の
電
話
は
「
あ
、
う
ん
」
の
双
子 

西
村
　
辰
志 

 

親
指
の
先
ほ
ど
に
な
り
し
梅
の
実
を 

仰
ぎ
数
ふ
る
卯
月
の
朝 

下
茂
千
鶴
子 

  

　
伊
集
院
短
歌
講
座 

 

田
の
道
に
浮
塵
子
ぶ
に
ょ
ぶ
に
ょ
日
に
透
け
り 

散
歩
の
コ
ー
ス
暫
し
変
え
よ
う 

今
田
　
純
江 

 

短
歌
と
う
不
思
議
な
も
の
を
友
に
し
て 

こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
日
常
茶
飯 

　
坂
元
　
芳
美 

 

老
い
母
の
車
椅
子
押
し
花
園
を 

ゆ
る
り
め
ぐ
り
き
命
日
が
く
る 

宮
園
　
良
子 

  

　
日
吉
短
歌
講
座 

 

背
の
泡
を
そ
っ
と
流
し
て
く
れ
る
娘
に 

涙
み
せ
ず
に
風
呂
場
を
出
で
ぬ 

阿
多
　
貞
子 

 

桜
咲
く
季
節
華
や
ぐ
も
人
の
世
は 

悲
喜
こ
も
ご
も
に
背
負
い
旅
立
つ 

西
　
ヒ
ロ
子 

 

イ
ヌ
フ
グ
リ
太
陽
に
向
き
咲
き
揃
う 

笛
の
合
図
に
合
わ
せ
る
よ
う
に 

東
　
　
ト
キ   

 
 

　
伊
集
院
俳
句
会 

 

庭
石
を
と
り
ま
く
十
二
単
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
野
千
代
子 

 

囀
り
の
外
な
る
こ
ゑ
と
し
て
鵯
よ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
浜
十
四
子 

 

蒲
公
英
や
野
に
散
り
ば
め
し
金
釦 　

種
田
　
隆
一 

 

　
日
吉
町
俳
句
会 

 

泥
手
挙
げ
オ
ー
と
挨
拶
夏
帽
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
堂
寺
重
義 

 

水
甕
を
優
し
く
叩
く
春
の
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
上
　
政
人 

 

木
蓮
に
白
無
垢
想
ふ
気
品
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
原
ミ
ヨ
子 

 

　
吹
上
砂
丘
俳
句
会 

 

砥
ぎ
上
ぐ
る
鋼
の
匂
ひ
夏
立
ち
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
迪
子 

 

何
時
の
間
に
刻
過
ぎ
ゆ
け
り
今
年
竹 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
籠
　
ア
イ 

 

蓮
如
忌
や
欅
の
う
へ
に
日
の
う
つ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
之
坂
み
す
子 

  

　
飯
牟
礼
狂
句
会
（
伊
集
院
） 

 

心
配
な
事
つ
パ
ン
ツ
ン
ん
ギ
ッ
タ 

ひ
っ
伸
び
っ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
十
四
純
（
利
博
） 

 

小
ん
け
爺
が
身
長
伸
び
た 

孫
子
を
撫
で
っ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
満
　
冗
男
（
昭
人
） 

 

ち
ょ
っ
し
も
た
伸
び
た
茶
の
新
芽
い 

遅
霜
が
ふ
っ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
楽
喜
生
（
義
人
） 

 

　
吹
上
さ
ざ
な
み
会 

 

子
ん
旅
立
っ
親
ん
愛
情
を 

荷
い
詰
め
っ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
上
　
純
爺
（
耕
成
） 

 

孫
が
掘
っ
小
め
貝
を
婆
は 

浜
め
戻
で
っ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
上
　
歌
子
（
良
子
） 

 

網
繕
れ
襤
褸
ん
爺
ど
ん 

並
ば
せ
っ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
万
転
（
和
平
） 

  

▲ハラハラドキドキ・カヌー体験 ▲組織図の作成 

▲指定校目録の授与 

日
置
市
文
化
協
会 

あ
し
た 

こ 

　せ
　
わ 

   

　ち 　
　こ
　
　
　
　
　な 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゃ
　
　
　
　
め 

　し
　
も 

    

　こ
　
　
　
　で
　た
　
　
　
お
や
　
　
　
ぼ
ん
の 

　に
　
　
　
　つ 

  

　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
こ
　
　
　
け
　
　
　
ば
ば 

　は
　
　
　
も 

  

あ
ん
つ
く
　
　
　
ど
ん
ざ
　
　
　
じ 

な
る 

れ
ん
に
ょ
き 

う
　
ん
　
か 



　昨年 11 月から１月の３ヶ月間にかけて日置市介護予防教室「いつまでも長生き運動教室」が行われました。平成
19年度の基本健診（お達者健診）の際に行った生活機能評価等をもとに介護予防のため市民33人が参加されました。 
　教室開始１ヶ月前に保健師等が面談し、一人一人目標をたて、教室へ臨みました。教室では皆で行うストレッチ
等の他にも体力測定をしたり、理学療法士による個別面談や個別メニューも行うことで一人一人に合った運動を無
理なく行うことができたようです。 

～徳重マサ子さんの体験談から～ 
　昨年転倒したこともあり、筋力の低下は少しずつ感じ
ていました。また、膝の痛み等により 10 年近く続けてい
た真向法を休んでおり、再開したいという思いはあった
のでその前の準備・きっかけにもなりました。 

教室参加へ向けての目標：自宅でできる体操を行いながら、筋力をつけていく。 
教室終了後には真向法に参加することができる。 
１日の目標：無理の無い範囲で運動（体操）を行い、裁縫等の趣味を交えながら生
きがいのある生活を送る。 
１年後の目標：今の状態を維持し、自分のことは自分でできる生活を送りたい。 

・ 教室前はできなかった正座が今は約20分ぐらいできるようになりました。 
・前はつま先から歩くことが多かったが、現在はかかとからついて歩くように気をつけ

るようになり、周りからも「前より足取りがしっかりしてきたね」と言われるように
なりました。 

・前からしていたみんなの体操に加え、教室で学んだ運動を続けています。 
　また、真向法も再開できて良かったです。 

　真向法体操は、赤ちゃんの姿つまり柔軟な体と柔和な心、そして正しい姿勢がお手本
です。そのため童心・童体・童顔（笑顔）を目指して楽しく活動しています。一人でで
きるストレッチや基本姿勢等から二人一組で行うものまで、内容は様々ですが声をかけ
合いながら無理をしないことが長く続ける秘訣のようです。 

　教室参加をきっかけに自信もつき、毎日できることを続けているという徳重さん。地域での活動（いきいきサロ
ンや真向法等）にも参加され、充実した日々を送っているようです。教室参加へ向けての目標は達成し、１年後が
楽しみです。皆さんも１年後、５年後、10 年後の目標を持って、長生きを目指して介護予防を始めてみませんか ?

▲どれがいいかな 

▲春の訪れ八幡木市 

日
置
八
幡
に
春
が
き
た
！ 

八
幡
春
の
木
市 

　
恒
例
の
八
幡
春
の
木
市
（
日
吉
）

が
四
月
十
五
日
、
八
幡
通
会
の
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
県
内
各
地
か
ら
十
六
軒
の
色
と
り

ど
り
の
出
店
が
立
ち
並
び
、
常
連
さ

ん
と
の
掛
け
合
い
も
は
ず
み
、
八
幡

通
り
は
春
の
香
り
と
観
光
客
の
訪
れ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

「
読
書
の
夕
べ
」 

子
ど
も
読
書
の
日
事
業 

　
東
市
来
図
書
館
で
四
月
二
十
六
日
、

「
読
書
の
夕
べ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
親
子
で
お
話
の
世
界
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
地
域
の
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ
け
け
読
み
聞
か

せ
た
い
」
の
会
員
が
、
絵
本
や
紙
芝

居
、
東
市
来
民
話
の
シ
ア
タ
ー
な
ど

を
実
演
。 

　
約
七
十
名
の
参
加
者
は
、
情
感
あ

ふ
れ
る
昔
話
や
お
話
に
引
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。 

　
東
市
来
図
書
館
で
は
、「
夜
の
お

は
な
し
会
」
を
年
五
回
計
画
し
て
お

り
、
次
回
は
、
六
月
二
十
八
日
（
土
）

午
後
七
時
か
ら
で
す
。 

　
親
子
で
、
ゆ
っ
く
り
と
お
話
を
聞

き
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
お
問
い
合
わ
せ
先
　
東
市
来
図
書

館 　
電
話
　
二
七
四
―
二
一
一
一
（
内

線
二
四
八
一
） 

＜3ヶ月間の成果＞ 

11月1日 
337 
10.7

 
6分間歩行（m） 
イスから立ち上がり3m先まで往復して座る動作（秒） 

1月24日 
345 
9.7

比較 
8 

－ 1

▲3ヶ月間という短い期間の中でも効果が見られました。 

痛くないね?

  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

森
　
　
麗
心
　
　
洋
一
　
　
妙
円
寺
九
区 

袰
谷
　
心
美
　
　
功
作
　
　
下
神
殿
一
区 

川
畑
　
美
晴
　
　
慎
太
郎
　
妙
円
寺
三
区 

久
保
　
千
優
　
　
勝
　
　
　
寺
脇 

入
佐
　
裕
也
　
　
保
　
　
　
郡
下 

鶴
丸
　
遼
空
　
　
勝
也
　
　
上
土
橋 

加
治
屋
恵
愛
　
　
晋
一
　
　
宮
脇 

草
野
　
真
綾
　
　
智
之
　
　
妙
円
寺
八
区 

草
野
　
沙
綾
　
　
智
之
　
　
妙
円
寺
八
区 

岡
元
　
羽
楽
　
　
賢
一
　
　
妙
円
寺
九
区 

永
野
　
翔
逞
　
　
友
博
　
　
郡
下 

知
久
　
大
悟
　
　
秀
一
　
　
妙
円
寺
三
区 

青
山
　
夢
羽
　
　
秀
彦
　
　
妙
円
寺
一
区 

池
田
　
結
桜
　
　
篤
史
　
　
徳
重
東 

中
能
　
実
桜
　
　
健
太
　
　
朝
日
ヶ
丘 

中
能
　
理
桜
　
　
健
太
　
　
朝
日
ヶ
丘 

家
村
　
梨
央
　
　
毅
　
　
　
徳
重
東 

田
輪
百
合
花
　
　
勝
己
　
　
徳
重
東 

前
園
　
健
心
　
　
正
敬
　
　
徳
重
東 

岡
元
　
苺
花
　
　
誠
一
　
　
徳
重
東 

松
元
　
颯
花
　
　
大
輔
　
　
郡
上 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

小
松
　
聖
汰
　
　
健
一
　
　
川
北 

岩
下
　
真
菜
　
　
真
也
　
　
田
之
湯 

西
田
　
　
晏
　
　
安
智
　
　
下
養
母 

清
藤
沙
耶
香
　
　
浩
文
　
　
麓
下 

石
本
　
由
宇
　
　
憲
昭
　
　
杉
之
迫 

福
元
　
　
弘
　
　
貴
浩
　
　
駅
前 

小
園
　
太
陽
　
　
秀
一
　
　
元
養
母 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

呉
　
　
香
莉
　
　
斗
煥
　
　
ニ
潟 

曽
山
　
羽
奏
　
　
康
春
　
　
毘
沙
門 

古
垣
　
春
輝
　
　
智
秀
　
　
熊
野 

山
口
さ
く
ら
　
　
文
幸
　
　
北
区 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

大
寺
　
一
郎
　
　
聡
　
　
　
榎
下 

池
田
　
颯
来
　
　
規
男
　
　
小
牧 

北
山
　
浩
暉
　
　
琢
磨
　
　
今
田 

上
之
菜
々
美
　
　
正
信
　
　
上
中
之
里 

竹
之
内
晴
加
　
　
和
博
　
　
新
川
原 

      

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

上
古
立
ハ
ナ
　
　
88
　
麦
生
田
下 

山
下
　
光
義
　
　
85
　
上
神
殿 

藤
崎
　
ヒ
デ
　
　
98
　
上
神
殿 

小
園
　
嘉
美
　
　
75
　
野
田 

栗
下
　
千
壽
　
　
80
　
朝
日
ヶ
丘 

永
山
　
吉
　
　
　
80
　
向
江
町 

下
之
段
ト
ミ
エ
　
87
　
上
神
殿 

前
村
　
末
吉
　
　
77
　
竹
之
山 

脇
　
　
ミ
カ
　
　
98
　
竹
之
山 

加
治
屋
ハ
ナ
エ
　
90
　
下
神
殿
四
区 

並
松
　
タ
エ
　
　
91
　
飯
牟
礼
中 

下
御
領
美
智
子
　
76
　
妙
円
寺
七
区 

日
高
　
和
代
　
　
59
　
向
江
町 

佐
伯
ユ
リ
子
　
　
87
　
犬
之
馬
場 

富
岡
　
　
藏
　
　
83
　
大
田
下 

國
分
　
政
美
　
　
76
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
区 

満
留
ス
ミ
エ
　
　
92
　
清
藤 

松
崎
　
郁
子
　
　
81
　
上
之
馬
場 

川
路
　
ス
ミ
　
　
96
　
腰 

畠
中
ミ
ヨ
シ
　
　
99
　
中
福
良 

坂
上
　
末
吉
　
　
86
　
上
土
橋 

加
藤
　
政
吉
　
　
89
　
や
は
ず
の
里 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

加
治
屋
洋
一
　
　
53
　
江
口 

大
迫
マ
ツ
エ
　
　
83
　
高
塚
東 

小
松
　
重
雄
　
　
75
　
杉
之
迫 

上
竹
ヒ
サ
子
　
　
74
　
元
湯 

柳
田
　
末
森
　
　
80
　
麓
下 

上
　
千
代
子
　
　
88
　
赤
　 

下
夷
　
則
夫
　
　
77
　
杉
之
迫 

住
吉
ス
ミ
エ
　
　
95
　
堀
内 

立
和
名
ト
シ
　
　
72
　
立
和
名 

北
園
　
エ
ダ
　
　
89
　
大
平 

湯
田
平
ヒ
デ
　
　
88
　
向
湯
田 

三
田
　
勇
司
　
　
57
　
駅
前 

立
和
名
　
齊
　
　
84
　
郷
戸 

古
川
　
清
美
　
　
70
　
駅
前 

江
田
　
照
海
　
　
94
　
神
之
川 

元
山
　
清
則
　
　
74
　
江
口 

赤
　
　
保
子
　
　
76
　
皆
田
東 

福
田
チ
ヨ
子
　
　
78
　
駅
前 

北
山
　
眞
澄
　
　
64
　
麓
下 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

大
迫
八
枝
子
　
　
69
　
諏
訪 

中
城
　
シ
ヅ
　
　
93
　
日
新 

　
田
　
藤
一
　
　
78
　
草
原 

田
代
　
　
光
　
　
99
　
中
区 

久
山
　
政
子
　
　
84
　
草
原 

岩
井
田
　
健
　
　
39
　
扇
尾 

八
重
倉
　
　
　
　
90
　
日
新 

奥
　
　
　
巖
　
　
93
　
青
松
園 

二
石
ヨ
シ
子
　
　
80
　
ニ
潟 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

前
野
　
親
志
　
　
85
　
中
和
田 

里
園
　
千
年
　
　
79
　
今
田 

鍛
冶
屋
フ
ヂ
エ
　
95
　
佑
心
会 

中
間
庭
　
登
　
　
92
　
下
草
田 

池
畑
　
哲
郎
　
　
58
　
亀
原 

胸
元
　
清
孝
　
　
80
　
梅
里
下 

横
山
ヒ
ロ
子
　
　
81
　
榎
下 

池
畑
　
ツ
ヤ
　
　
84
　
亀
原 

上
村
　
テ
イ
　
　
97
　
北
湯
之
元 

　
　
ら
ら
ね
 

　
こ
こ
み
 

　
　
み
は
る
 

　
　
ち
ひ
ろ
 

　
ゆ
う
や
 

　
　は
る
く
 

　
　
え
　
な
 

　
　
ま
あ
や
 

　

さ
あ
や
 

　
　
う
　
た
 

　
し
ょ
う
た
 

　
だ
い
ご
 

　
　
ゆ
　
う
 

　
　
ゆ
　
ら
 

　
　
み
　
お
 

　
　
り
　
お
 

　
　
り
　
の
 

ゆ
　
り
　
か
 

　
け
ん
し
ん
 

　
　
も
　
か
 

　
そ
よ
か
 

   　
し
ょ
う
た
 

　
　
ま
　
な
 

　
　
　
あ
ん
 

さ
　
や
　
か
 

　
　
ゆ
　
う
 

　
　
　
ひ
ろ
む
 

  

　
　た
い
よ
う
 

   　
ひ
ゃ
ん
り
 

　
　
う
　
た
 

　
は
る
き
 

    　
　い
ち
ろ
う
 

　
　
そ
　
ら
 

　
は
る
き
 

な
　
な
　
み
 

　
は
る
か
 

４
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

４
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  
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市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

山之内　陽ちゃん（１歳１０か月） 

父　司さん　母　洋子さん 
（東市来町長里） 

　このまま、かわいい子に育ってね。 

■おかあさんから 

ひなた 

松田　優人くん（２歳４か月） 

父　伸也さん　母　紀子さん 
（東市来町湯田） 

　将来は、お父さんと一緒に馬踊りを
踊ってね。 

■おかあさんから 

ゆう　と 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

 

　
日
吉
町
吉
利
に
お
住
ま
い
の
原
さ
ん
は
、
平
成
三
年
か
ら
日
吉
町
史
談
会
員
（
現
在
は

副
会
長
）、
平
成
六
年
か
ら
南
九
州
城
郭
団
体
会
員
、
平
成
十
七
年
か
ら
日
置
市
文
化
財
保

護
審
議
委
員
を
つ
と
め
現
在
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
毎
日
多
忙
な
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
。 

　
若
い
頃
か
ら
城
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
原
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
全
国
（
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
）
の
城
五
十
ヶ
所
以
上
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
歴

史
に
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
さ
ら
に
、
城
の
こ
と
な
ど
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
県

立
図
書
館
等
に
通
い
膨
大
な
資
料
を
書
き
写
し
自
分
が
納
得
す
る
ま
で
調
べ
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
は
、
吉
利
地
域
の
自
治
会
統
合
が
き
っ
か
け
で
、
北
区
、
中
区
、
南
区
の

そ
れ
ぞ
れ
の
史
跡
と
題
し
て
、
講
演
も
行
い
ま
し
た
。 

　
現
在
、
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
で
お
な
じ
み
の
日
吉
町
吉
利
で
「
園
林
寺
（
お
ん
り
ん

じ
）
跡
」
や
、「
小
松
帯
刀
」
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
、
遠
く
は
、
青

森
、
東
京
等
か
ら
訪
れ
て
く
れ
る
方
々
に
案
内
を
し
て
い
ま
す
。 

　
取
材
を
し
た
と
き
は
、
昨
日
案
内
し
た
人
か
ら
、「
今
日
は
、
丁
寧
な
説
明
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
の
電
話
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、
後
継
者
が
で
き
れ
ば
と
言
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
原
さ
ん
は
、

好
き
な
歴
史
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
を
す
る
こ
と
が
、
元
気
の
源
と
話
し
ま
す
。 

日吉町吉利（南区自治会） 

原　時重さん〔79歳〕 
はら　　　とき しげ 

　木脇大炊介祐兄は戦国時代の武士で、島津本家 15 代
当主貴久（1514 ～ 1571）に仕え、多くの戦いで戦功を
たてたとされています。　 
　貴久は、島津氏の分家で現在の吹上地域南部を領有
していた、伊作島津家の当主忠良（日新斎とも称す）
の長男として生まれました。貴久は、大永６年（1526）
に島津本家の養子となり、本家15代当主になりました。 
　貴久が本家当主になることに反対していた出水の領
主島津実久は、貴久のいる清水城（現鹿児島市）を攻
めました（1527 年）。不意をつかれた貴久は、木脇大炊
介祐兄と数名の家臣に守られ深夜に清水城を脱出しま
した。貴久一行は敵に追われながら山中を抜け、忠良
が居た田布施（現南さつま市）にたどり着くことがで
きました。その後、貴久は実久と 12 年間にわたり戦っ
て勝利し、名実ともに本家当主となりました。 
　祐兄は、貴久の脱出を助けたほかにも、多くの戦い
で戦功があったとされています。そのほうびとして現
在の伊集院地域恋之原地区の土地を領地にもらい、恋
之原に住み、この地で亡くなったと伝えられています。 

〈引用参考文献〉　『飯牟礼校区郷土史』飯牟礼校区公民館 

日
置
市
本
庁
か
ら
車
で
１０
分 

Access

遠矢　ゆかりさん（43歳） 吹上町南湯之元 
　「トールペイント」を習い始めて４年目になります。
きっかけは、友達に「育児中の息抜きに始めて
みない ?」といわれたことです。月に１回のゆっ
くりとしたペースもあり、今では、楽しくて仕事と
息子の育児に追われながらも、トールペイント教
室の代表者もしています。トールペイントは、何
回も色を重ね明暗をつけて立体感を出したり、
筆使いにもいろいろな技術があります。「作品が
完成したときは、嬉しくて次はどんな作品を作ろ
うか楽しみです。そして、早く自分の作品を家
中に飾りたい」と遠矢さん。また、「生徒さんも
募集しています」とも。これからも長く楽しく続
けていきたいですね。 

　
私
が
、
小
学
校
一
年
生
の
時
に
鹿
児

島
に
あ
る
水
族
館
に
行
き
ま
し
た
。
入

口
か
ら
ゆ
っ
く
り
館
内
を
回
っ
て
最
後

に
イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー
を
観
ま
し
た
。
初

め
て
観
る
イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー
だ
っ
た
の

で
、
始
ま
る
ま
で
と
て
も
ど
き
ど
き
し

て
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
ス

テ
ー
ジ
を
動
き
回
り
な
が
ら
イ
ル
カ
と

一
緒
に
芸
を
し
て
い
る
ト
レ
ー
ナ
ー
の

姿
を
見
て
、「
イ
ル
カ
と
一
緒
に
息
を

合
わ
せ
て
シ
ョ
ー
を
す
る
の
は
楽
し
そ

う
。私
も
や
っ
て
み
た
い
」と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
イ
ル
カ
の
か
わ
い
い
目

と
賢
さ
に
ひ
か
れ
た
の
が
イ
ル
カ
の
ト

レ
ー
ナ
ー
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
で
す
。 

　
ま
た
、
小
さ
い
頃
か
ら
ス
イ
ミ
ン
グ

も
習
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
ト
レ

ー
ナ
ー
に
な
る
た
め
に
少
し
で
も
役
に

立
て
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

　
将
来
、
私
が
感
じ
た
よ
う
な
気
持
ち

に
お
客
さ
ん
が
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
シ
ョ
ー
の
で
き
る
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な

り
た
い
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
こ
の
夢
だ
け
は
あ
き
ら
め
ず
に
、

夢
に
む
か
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

私
の
夢
は
イ
ル
カ
の
ト
レ
ー
ナ
ー 

花
田
小
学
校
六
年
　
徳
田
　
陽
香
さ
ん 

と
く
　だ
　
　
　
は
る
　か 

●日置市文化財保護審議委員 
　日吉町史談会副会長 
　南九州城郭談話会会員 

 

『トールペイント』 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,279人（393） 

　男　　24,448人（266） 

　女　　27,831人（127） 

世帯数　22,456　（301） 
5月1日現在 （　）は前月比 

460年の時空を超えて 
　市来鶴丸城跡に同城とゆかりの深い

ザビエルの像が建立されました。 

　地域活性化の願いが460年の時空を

超えてカタチとなりました。 

（４/２７ザビエル像建立除幕式　P１１関連記事） 
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八 

　
平
成
十
八
年
四
月
に
新
橋
・
八
幡
・

宮
下
・
久
保
園
・
松
ヶ
尾
・
旭
西
・

旭
東
・
狩
谷
の
八
集
落
が
統
合
し
て
、

新
た
に
発
足
し
た
八
幡
自
治
会
。

日
吉
地
域
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、

平
成
二
十
年
五
月
一
日
現
在
で
二

百
十
三
世
帯
、
四
百
九
十
七
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
自
治
会
が
統
合
し
て
丸
二
年
が

経
ち
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
伝
統
芸

能
や
自
治
会
活
動
に
、
住
民
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
明

る
く
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。 

伝
統
芸
能
を
受
け
継
ぐ
活
気
に
満
ち
た
住
み
よ
い
地
域 

八
幡
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

は
ち
　ま
ん 

八幡自治会 
（日吉地域） 

▲虚無僧踊りの二才衆 

▲太鼓踊り 

▲運動会 

▲山口義光会長 

幡
自
治
会
は
、
お
田
植
え
祭
り

「
せ
っ
ぺ
と
べ
」、
太
鼓
踊
り
な

ど
郷
土
伝
統
芸
能
や
、
自
治
会
活
動

も
盛
ん
で
八
幡
神
社
六
月
灯
、
自
治

会
産
業
・
文
化
祭
や
運
動
会
な
ど
住

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
運
動
会
に
は
、
子
供
か
ら

大
人
、
お
年
寄
り
ま
で
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
参
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
自

治
会
産
業
・
文
化
祭
で
は
、
農
産
物

な
ど
の
販
売
の
ほ
か
、
住
民
の
方
々

の
自
慢
の
作
品
（
手
芸
品
、
書
道
、
絵
、

作
文
等
）
の
展
示
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
婦
人
部
、
子
供
育
成
部
に
よ

る
、
料
理
展
示
や
公
民
館
屋
内
で
の

バ
イ
キ
ン
グ
も
実
施
さ
れ
自
治
会
内

外
の
参
加
者
も
多
く
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
美
化

運
動
と
し
て
、
大
川
堤
防
除
草
作
業

や
地
域
の
親
睦
を
図
る
た
め
の
敬
老

祝
賀
会
、
鬼
火
た
き
、
十
五
夜
、
新

年
会
、
健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
健
康
講
座
等

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

お
、
こ
の
伝
統
芸
能
や
、
地
域

の
行
事
な
ど
は
各
専
門
部
（
産

業
部
、
郷
土
芸
能
部
、
子
供
育
成
部
、

体
育
部
、
婦
人
部
、
高
齢
者
部
）
の

役
員
の
方
々
が
中
心
と
な
り
活
動
し

て
い
ま
す
が
、「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
は
、

伝
統
の
「
虚
無
僧
踊
り
」
を
八
幡
神

社
に
奉
納
す
る
た
め
、
郷
土
芸
能
部

が
中
心
と
な
り
五
月
か
ら
、
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

月
に
行
わ
れ
る
太
鼓
踊
り
も
昭

和
六
十
一
年
に
公
民
館
が
新
築

さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
復
活
し
ま

し
た
。
こ
の
太
鼓
踊
り
も
、
八
幡
神

社
に
奉
納
す
る
た
め
毎
日
暑
い
中
一

生
懸
命
練
習
し
ま
す
。 

れ
か
ら
の
、
地
域
の
目
標
と
し

て
は
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

中
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
共
同
意
識
、

連
帯
感
を
持
っ
て
子
供
や
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
自
治
会

が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、
い
ま
ま

で
小
さ
な
集
落
で
は
や
り
た
く
て
も

で
き
な
か
っ
た
事
な
ど
地
域
の
み
な

さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
自
治
意

識
を
高
め
、
活
気
に
満
ち
た
明
る
い

住
み
よ
い
地
域
、「
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
本
当
に
こ
こ
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
地
域
」
に
し

た
い
で
す
。 

こ 

な 八 




